
問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968(25)7219

すこやか子育て健康情報
～感冒（インフルエンザ）～

子どもの病気やけがの対処方法などの目安をお知らせし、いざというと
き、落ち着いて対処していただくことができることを目的に、奇数月に

「すこやか子育て健康情報」を掲載しています。記事は、菊池郡市医師
会の先生にご協力いただいています。

感
冒
と
は
？

　

感
冒
（
＝
風
邪
）
と
は
上
気
道
の

感
染
症
、
す
な
わ
ち
鼻
腔
、
咽
頭
、

喉
頭
へ
の
病
原
体
の
感
染
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
咽
頭
痛
、
鼻
汁
、

咳
嗽
、
発
熱
な
ど
の
症
状
を
示
す
一

連
の
症
候
群
の
こ
と
で
す
。
そ
の
原

因
と
な
る
病
原
体
の
大
部
分
は
ウ
イ

ル
ス
で
す
。
主
な
も
の
に
本
題
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
、
夏
風
邪

や
プ
ー
ル
熱
の
原
因
の
ア
デ
ノ
ウ
イ

ル
ス
、
小
さ
い
子
の
気
管
支
炎
や
肺

炎
を
引
き
起
こ
す
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
、

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
イ
ル
ス
が
存

在
し
ま
す
。
ま
た
ウ
イ
ル
ス
以
外
で

は
、
溶
連
菌
や
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
な

ど
も
感
冒
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
急
性
感
染
症
で
、
冬
季
に
流
行
し

俗
に
流
感
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
イ
ン

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

９
月
14
日
・
20
日
の
歯

科
検
診
の
結
果
で
、む

し
歯
が
な
か
っ
た
子

ど
も
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

宮み
や
も
と本

星せ

ら空　
（
○菊　
上
町
）

岡お
か
や
ま山

咲さ
く
た
ろ
う

大
朗
（
○菊　
横
町
）

江え
と
う藤

菜な

な

こ
々
子
（
○菊　
高
野
瀬
）

櫻さ
く
ら
い井

聖ま
り
あ愛　

（
○菊　
上
町
）

髙こ
う
や
ま山

心こ
は
る晴　

（
○菊　
神
来
）

西に
し
や
ま山

美み
お
う桜　

（
○菊　
高
野
瀬
）

最も
が
み上

葉は
づ
き月　

（
○菊　
高
野
瀬
）

光み
つ
な
が永

結ゆ
う
み美　

（
○菊　
下
西
寺
）

渡わ
た
な
べ邉

大や
ま
と和　

（
○菊　
雪
野
）

蓑み
の
も毛

蓮れ
ん
と音　

（
○菊　
深
川
）

藤ふ
じ
い井

未み

う侑　
（
○菊　
高
野
瀬
）

健康だより

水み
ず
か
み上

哉か
な
と翔　

（
○菊　
栄
町
）

松ま
つ
な
が永　

愁し
ゅ
う　

（
○菊　
玉
祥
寺
）

山や
ま
も
と本　

遥は
る
か　

（
○菊　
大
琳
寺
）

大お
お
の野

優ゆ
う
か花　

（
○菊　
高
野
瀬
）

村む
ら
か
わ川

翔し
ょ
う
ま真　

（
○七　
元
村
）

岡お
か
も
と本

蒼そ

ら空　
（
○七　
大
尺
）

田た
し
ろ代

健け
ん
と人　

（
○七　
雇
用
促
進
住
宅
）

野の
な
か中

友ゆ
う
が雅　

（
○七　
砂
田
西
団
地
）

本も
と
や
ま山　

輝あ
き
ら　

（
○七　
雇
用
促
進
住
宅
）

隈く
ま
べ部

琴こ
と
の乃　

（
○七　
荒
牧
）

小お
や
ま
だ

山
田
悠ゆ

う
み珠

（
○旭　
川
辺
南
団
地
）

清き
よ
た田

紗さ

え愛　
（
○旭　
小
原
）

福ふ
く
だ田

有ゆ

ま真　
（
○旭　
片
川
瀬
）

篠し
の
だ田

凱か
い
と斗　

（
○泗　
朝
日
団
地
）

坂さ
か
ぐ
ち口

夕ゆ
う
と斗　

（
○泗　
田
島
一
）

秋あ
き
よ
し吉

怜り
ょ
う
か香　

（
○泗　
富
の
原
一
）

宮み
や
も
と本

千ち
は
る春　

（
○泗　
永
出
分
）

徳と
く
な
が永

彩あ
や
か花　

（
○泗　
富
の
原
西
）

青あ
お
き木

亜あ

こ胡　
（
○泗　
富
の
原
台
）

古ふ
る
か
わ川

慶け
い
ご悟　

（
○泗　
高
江
）

藏く
ら
み
つ光

一は
じ
め芽　

（
○泗　
桜
山
三
）　

東と
う
ば
え

八
重
萌も

え
か花

（
○泗　
久
米
一
）

荒あ
ら
き木

理り

お

な
央
奈
（
○泗　
富
の
原
西
）

　

む
し
歯
予
防
の
た
め
に
は
、
家
族

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
と
て
も

重
要
で
す
。
特
に
、
子
ど
も
が
磨
い

た
後
の
仕
上
げ
磨
き
が
大
切
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
甘
い
も
の
を
控
え
る

こ
と
、
歯
み
が
き
を
す
る
こ
と
、
歯

を
強
く
す
る
こ
と
、
定
期
健
診
を
受

け
る
こ
と
を
心
掛
け
、
む
し
歯
ゼ
ロ

で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間　

12
月
31
日
㈪
ま
で

※ 

12
月
中
旬
ま
で
に
接
種
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

定
期
接
種　

・ 

対
象
者　

▼
満
65
歳
以
上
▼
満
60

歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
お
よ

び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
人

・
接
種
方
法　

毎
年
１
回
受
け
ま
す
。

・
個
人
負
担　

１
０
０
０
円	

・
市
負
担　
　

２
６
０
０
円

任
意
接
種
（
行
政
措
置
）

・ 

対
象
者　

満
１
歳
以
上
65
歳
未
満

で
接
種
を
希
望
す
る
人

・ 

接
種
方
法　

任
意
の
予
防
接
種
で

す
が
、
市
が
接
種
を
勧
め
る
も
の

子
宮
頸
が
ん
検
診
は

お
済
み
で
す
か
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
の
３
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
感

染
症
と
し
て
問
題
と
な
る
の
は
Ａ
型

と
Ｂ
型
で
す
。
特
に
Ａ
型
ウ
イ
ル
ス

は
、
そ
の
性
質
を
変
え
（
遺
伝
子
が

変
異
し
）
易
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
人
に
感
染
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
強
毒
性
の
ウ
イ
ル
ス
が
、
突

然
変
異
に
よ
り
人
に
感
染
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
変
異
に
よ
り
誕
生
し

た
新
型
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
が
こ
れ

ま
で
に
も
数
回
起
こ
り
、
多
く
の
死

者
が
出
て
い
ま
す
。

症
状
・
診
断

　

症
状
は
急
な
高
熱
、
頭
痛
・
筋
肉

痛
、
倦
怠
感
な
ど
の
全
身
症
状
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
他
の
感
染
症
で

も
み
ら
れ
る
症
状
で
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
特
徴
的
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

流
行
の
有
無
が
診
断
上
重
要
で
、
眼

球
が
充
血
し
た
つ
ら
そ
う
な
表
情
も

手
掛
か
り
と
な
り
ま
す
。
ま
た
最
近

は
、
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
も
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
数
分
間
で
診
断
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
た
だ

し
確
実
に
判
定
で
き
る
訳
で
は
な
く
、

疑
い
の
あ
る
人
全
員
に
検
査
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

合
併
症

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
基
本
的
に
自

然
治
癒
が
期
待
さ
れ
る
病
気
で
す
。

し
か
し
小
児
や
高
齢
者
、
基
礎
疾
患

の
あ
る
人
で
は
、
肺
炎
な
ど
の
合
併

症
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
ま
れ
で
す
が
５
歳
以
下
の
小
児
で

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
も
大
き

な
問
題
で
す
。
実
在
し
な
い
ア
ニ
メ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
見
え
た
り
、
意

味
不
明
な
言
葉
を
発
し
た
り
、
急
に

泣
い
た
り
笑
っ
た
り
怯
え
た
り
な
ど

の
異
常
行
動
が
１
時
間
以
上
続
く
場

合
や
意
識
状
態
が
悪
い
場
合
、
け
い

れ
ん
が
15
分
以
上
続
い
た
り
、
繰
り

返
し
起
こ
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

治
療

　

発
症
後
48
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
、

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
を
使
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
効
果
は
不
確
定

で
す
が
、
症
状
の
改
善
を
１
～
２
日

早
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
10
代
の
子
ど
も

に
オ
セ
ル
タ
ミ
ビ
ル
（
タ
ミ
フ
ル

Ⓡ
）
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
解
熱
剤

は
用
い
な
い
こ
と
が
基
本
で
す
が
、

使
用
す
る
場
合
は
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ

フ
ェ
ン
（
カ
ロ
ナ
ー
ル
Ⓡ
）
を
選
択

し
ま
す
。
安
静
に
し
て
水
分
補
給
を

十
分
に
行
い
、
特
に
最
初
の
２
日
間

は
脳
症
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
し
っ

か
り
見
守
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

　

ま
ず
は
日
頃
か
ら
体
調
を
整
え
、

予
防
接
種
を
受
け
、
人
混
み
を
避
け
、

手
洗
い
・
う
が
い
で
感
冒
に
か
か
ら

な
い
よ
う
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
を
11
月
に

実
施
し
ま
す
。
４
月
以
降
に
受
け
て

い
な
い
人
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
国
の
「
が
ん

検
診
推
進
事
業
」
に
よ
り
、
子
宮
頸

が
ん
無
料
検
診
の
対
象
者
に
は
、
６

月
に
「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

20
歳
以
上

実
施
期
間

　

11
月
１
日
㈭
～
11
月
30
日
㈮

※
日
曜
・
祝
日
を
除
く

実
施
医
療
機
関

①
黒
川
産
婦
人
科
医
院

　

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

　

午
後
２
時
45
分
～
５
時
30
分

※
水
・
土
曜
は
午
後
０
時
30
分
ま
で

※ 

第
４
木
曜
は
正
午
ま
で
、
ま
た
は

午
後
４
時
～
５
時
30
分

②
齋
藤
産
婦
人
科
医
院

　

午
前
９
時
～
正
午

　

午
後
２
時
～
６
時

　
（
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
）

③
米
田
産
婦
人
科
医
院

　

午
前
8
時
30
分
～
正
午

　

午
後
2
時
～
5
時
30
分

　
（
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
）

個
人
負
担
金

　

20
～
69
歳　

1
6
0
0
円

　

70
歳
以
上　
　

5
0
0
円

で
す
▼
１
歳
以
上
13
歳
未
満
の
人

は
２
～
４
週
の
間
隔
を
お
い
て
２

回
受
け
ま
す
▼
13
歳
以
上
の
人
は

１
回
ま
た
は
２
回
（
１
～
４
週
間

の
間
隔
）
受
け
ま
す
。

・
個
人
負
担　

１
回
１
５
０
０
円

・
市
負
担　
　

１
回
２
１
０
０
円

注
意
事
項　

・ 

市
が
委
託
す
る
医
療
機
関
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。
市
が
委
託
す
る
医

療
機
関
以
外
で
の
接
種
を
希
望
す

る
場
合
は
、
接
種
予
定
日
の
１
週

間
く
ら
い
前
ま
で
に
健
康
推
進
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
民
生
課
に
印

か
ん
を
持
参
の
う
え
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
事
前
に
手
続
き
が

な
い
場
合
に
は
、
補
助
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・ 

住
民
票
が
本
市
に
あ
る
人
が
対
象

で
す
。
保
険
証
や
免
許
証
な
ど
確

認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

・ 

接
種
す
る
お
子
さ
ん
が
７
歳
６
カ

月
未
満
の
人
は
、
接
種
当
日
に
母

子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ

る
と
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を

良
く
知
っ
て
い
る
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、
健
康
推
進
課
・
各
総
合
支
所
民

生
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

持
参
品	

問
診
票
、
個
人
負
担
金
、

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
人
）、
健
康

保
険
証	

	
	

※ 

無
料
検
診
対
象
者
（
平
成
24
年
４

月
１
日
現
在
）
20
歳
・
25
歳
・
30

歳
・
35
歳
・
40
歳

※ 

問
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、

市
役
所
ま
た
は
各
総
合
支
所
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

す
で
に
７
月
の
子
宮
頚
が
ん
個
別

検
診
と
８
月
～
10
月
の
複
合
健
診

で
子
宮
頚
が
ん
検
診
を
受
診
し
た

人
は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

清原医院　清
きよはら

原由
ゆ き お

紀夫 医師
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